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360度評価と人事施策
との連携活用法

管理本部人事部
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1 会社紹介
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商号 株式会社パイオン （英文商号：PION CO., LTD.）

設立 1990年（平成2年）6月22日

本店所在地 大阪市中央区本町一丁目４番８号

本社ビル エスリードビル本町

資本金 12億5,384万円（2013年3月31日現在）

上場証券取引所 東京証券取引所 ジャスダック市場

銘柄コード 2799

従業員数 連結：1,886名 単体：359名（2013年3月31日現在）

連結売上高 85,687百万円（2013年3月期実績）

主な事業内容

情報インフラ事業
フィーチャーフォン・スマートフォン等の携帯電話販売、FTTHなどのブ
ロードバンド加入取次ぎ、及び宅内ネットワーク環境の設定サポートを行っ
ています。
法人ソリューション事業
中小企業・病院向けにスマートフォンやタブレットPCを使ったソリュー
ションシステムの提供、及び企業内ネットワーク環境の設定・サポートサー
ビス等を行っています。
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2 パイオンについて（情報インフラ事業）
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180店舗
（全国180/2,712 シェア6.6%）
（管轄エリア180/809 シェア22.2%）

98店舗
（全国98/2,616 シェア3.7%）
（管轄エリア98/838 シェア11.7%）

10店舗
（全国10/200 シェア5.0%）
（管轄エリア10/49 シェア20.4%）

西日本No.1の圧倒的な販売網を構築

2013/9/30現在
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3 パイオングループの組織
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パイオン
情報インフラ事業

•ライフグローバライズ
•アクセスブリッジ
•ワールドテレネット
•ネクストジョイ

マーケティング事業 •アドバンスサポート

サポート事業 •フィールドサポート

法人事業 •スフィーダ
•ヴィクセス
※子会社を設立しINET事業を承継した

不動産事業 •クレア
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4 パイオングループの組織

アドバンスサポート
ライフグローバライズ
アクセスブリッジ

パイオン
ワールドテレネット
フィールドサポート
スフィーダ
クレア

ネクストジョイ 新生

～2010年度 2011年度～

約900名

約800名

約300名

約2,000名
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5 今回の取り組みの背景
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現在抱えている問題

 全体的な底上げのために中間マネジメント層の強化育成。

 数字のみの評価のため、マネージャーに向いてない人がマネージャーになる場合もある。

 部下を育成できないマネージャーが増えてしまっていないか。

 育成のための情報、材料が無く、適材適育ができていない。

 どこにどんな人材がいるのかわからず、有能な人材が埋もれてしまっているかもしれない。

 中間マネージャーが上から下への伝達（コミュニケーション）を阻害しているかもしれない。

新社長の号令

 本年度の大きなテーマ、中間マネジメント層の育成強化

 後継者選抜育成（特にマネージャー、サブマネージャー）

 人事評価を量から質へ
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6 このプロジェクトの狙い
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360度評価導入のねらい

中間マネジメント層強化のための育成（リーダーシップ研修）に活かしたい。

人物像、人材像の見える化を行いたい。それによって数字による昇格評価の補完

情報としたい。

人材データベース化を行い、効率的に人材管理を行いたい。後継者管理にも活用

したい。

ゆくゆくは人材検索、分析が行えるよう、データの蓄積を開始したい。



Copyright（C)PION Co., Ltd. All Rights Reserved.

7 360度評価制度運営
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データレポート

タレントの
「見える化」

360度評価

プロファイル

タレントデータベース分析

自己評価

調査表（アセスメント）
チェック

（上司部下）

フィード
バック 集合研修

作成

フェーズ0
導入設計

フェーズ1
調査（見える化）

フェーズ2
活用（できる化）

社内啓蒙

調査票設計
調査項目決定

実施計画

リーダーシップ研修を実施します！！
教材として、参加者のリーダー
シップに関するアンケートを実施。

ご協力をお願いします。
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8 解決策の方向性
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360度評価から作成される「フィードバックシート」を用いた集合研修によって、対象

者となる被評価者に気づきを与え、マネジメント行動の変革を図ります。下図はサブ

マネージャーと店長での関係です。（同様にマネージャーとサブマネージャーにも当て

はまります）

周囲からの評価

3.集合研修

自己評価 サブマネージャー

フィードバックシート

1.360評価

②結果の解釈→気付き

→強みの強化、弱みの克服

③コミュニケーションスキルの向上

④行動変革宣言

→現場マネジメントでの実践へ

①360結果読み取りの留意点

4.現場実践

（現場定着の再評価）

参加者相互の啓発

2.組織分析

集計

施策展開計画する

実行する

是正する

ケアする
範を示す

Ａさん

Ｃさん

Ｄさん Ｂさん

組織課題の発見

・重点となる育成事項

・優先すべき育成対象者

評価項目比較 人物比較

こういう風に思われ
ていたのか！！

・・・本プロジェクトの範囲

店長
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9 スケジュール
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7 8 9

1- 8- 15- 22- 29- 5- 12- 19- 26- 2- 9- 16- 25-

準備 実施・結果まとめ （研修）

Kick Off
&ｾｯｼｮﾝ1
7/5

完了
8/20

4W 3W

被観察者人数 アセスメント数
（延べ人数）

平均人数 準備期間 実施期間

101 611 6 4 weeks 3 weeks

 スケジュール

 リーダーシップ研修 360°評価実施概要

ｾｯｼｮﾝ2
7/11,12

ｾｯｼｮﾝ3
7/24

評価者
選択
8/1

ﾏｽﾀ
登録
7/31

FBﾚﾎﾟｰﾄ
提示
8/22

研修
8/24～9/1

振り返り
ｾｯｼｮﾝ
9/17

1W

実施
（追加分10名）

2W

1か月の準備、3週間で100%実施
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実施率＝100％を達成

10 100％達成
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被観察者：101名
アセスメント者：611名（延べ）

 Topのバックアップ

 しつこいフォロー

 わかりやすいシステム（現場教育なし）
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11 設問例
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分野 項目 NO. 設問

F1.逆算の考え方 46 目線の高い目標・ビジョンを掲げ、その達成に向けたプロセスを定め、実行し続けている

F2.問題解決 47
あるべき姿と現状を踏まえ、問題（あるべき姿と現状の乖離の理由）が生じた場合、その理
由を数字で示し改善している

F3.予算執行 48 予算に対し明確なプロセスを持ってやりきっている

F4.競争環境 49 チームのメンバーが奮起し切磋琢磨できるよう、積極的に競争環境をつくっている

F5.信賞必罰 50 チームメンバーの達成・未達成を明確にし、公平に昇格降格を徹底している

F
 
パ

イ
オ
ン
イ
ズ
ム

 研修で学ぶ項目を中心に50問設定

A 方向性を示す B 組織を整える C エンパワーメント

D 規範になる E 相互依存
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12 導入後の活用
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研修効果（主目的）

組織分析（副産物）

圧倒的な情報量の差。研修がより効果的なものに。

組織の強み・弱み、
責任者がどんなマネジメント
を行っているか、一目瞭然。
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13 失敗しないためのポイント
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○「研修」に活用することをアピール。

評価に直接つながるものではないことを伝える。

△事前アナウンスの徹底

○しつこいフォロー

○進捗管理のできるシステムを活用

○慎重に設問を検討、柔軟に設問を改善

△極端なコメントを警戒

○分析の仕方は学ぶ必要あり

○Topの理解、Topの支援

○＝良かったところ △＝反省点
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14 WingSpanについて
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そもそも

自前でやるの？ 何かシステム使うの？
の議論からスタート

結論

社内のリソースは使わず、外部の仕組み

を使用した方が圧倒的に低コスト。
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①

②

15 WingSpanについて
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WingSpanの選定ポイント

③

コスト

360度評価以外の仕組みが充実

デバイスを選ばない
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16 体制
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下記体制の結果、当社事務局は360度評価の進捗管理に特化。

シルクロードテクノロジー様

・仕組みの提供～カスタマイズ

イーファルコン様

・設問のコンサル

・フィードバックシート

パイオン事務局

・進捗管理

研修会社（外部）

・リーダーシップ研修

パイオン従業員

・評価実施

マネージャー層

・研修受講
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17 今後の予定
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 年2回の定期的360度評価

 成長の確認

 目標管理（MBO)への活用

 タレントデータベース構築（蓄積）

 人材管理、人材分析への活用

 後継者育成、管理に活用
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18 最後に
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今回、360度評価を実施したことにより、

とにかく、見えるようになりました。

人材が



ご清聴ありがとうございました


